
令和２年度　歴史と人物科　講座内容

講座場所　木曜日　市役所南館講堂　　時間帯　午後１時３０分～３時３０分

回数 講師 講　義　概　要　項　目

1 4 23 岸川 源頼朝の考察６　二つの政権～征夷大将軍

2 7 岸川 源頼朝の考察７　天下之政道～残された課題

3 14 岸川 源頼朝の考察８　頼朝像の探求

4 28 岸川 武家政権の完成者足利義満１　少年時代～公卿としての義満

5 4 岸川 武家政権の完成者足利義満２　公卿としての義満～公武権力掌握

6 11 岸川 武家政権の完成者足利義満３  自ら法皇に擬す～応永の乱

7 25 岸川 武家政権の完成者足利義満４　義満の行楽～北山第時代

8 2 岸川 武家政権の完成者足利義満５　薨去・尊号問題～略年譜

9 9 岸川 足利義満の王権簒奪計画１　天皇家権威の変化～皇位へ干与

10 30 岸川 足利義満の王権簒奪計画２　国王誕生～義満の急死とその後

11 3 髙橋 十辺舎一九「弥次・喜多の旅」からみる当時の世相

12 10 髙橋 明治政府が恐れた小栗上野介の生涯

13 24 髙橋 高杉晋作と長州「奇兵隊」

14 1 髙橋 相楽総三と「赤報隊」の最期

15 8 髙橋 幕末の長岡藩と河井継之助

16 22 髙橋 西郷隆盛と「征韓論」について

17 29 髙橋 明治近代軍制と大村益次郎

18 5 髙橋 森鴎外　～作家と軍医中将～

19 12 髙橋 児玉源太郎と日露戦争

20 19 髙橋 八田與一 ～台湾に捧げた一生～

21 3 加藤 相澤忠洋～岩宿文化の発見者～

22 10 加藤 森本六爾～考古学の殉教者～

23 3年 7 加藤 卑弥呼とシャーマニズム

24 14 加藤 細川ガラシャとドチリナ・キリシタン

25 28 加藤 赤松小三郎ともう一つの明治維新

26 4 加藤 髙橋由一と「鮭」～近代日本洋画史の一特質～

27 18 加藤 福田英子　女性解放運動の先駆者

28 25 加藤 俳人・栗林一石路の俳句とその時代

29 4 加藤 小早川秋声～知られざる従軍画家～

30 11 加藤 アグネス・スメドレーと尾崎秀実～リヒヤルト・ゾルゲの交流者たち～

※　内容は変更する場合があります。
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